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今日の内容

1. 自己紹介

2. なぜインドの竹を調べるのか？

3. 日本の竹利用のこれまでと現状

4. 日本とインドの竹利用は似ている？

5. これからの竹利用を考える



１：自己紹介

京都大学大学院 地球環境学舎 博士課程在籍 ＤＣ１
景観生態保全研究室

修士課程在籍中→休学、JICA青年海外協力隊（ケニア、森林経営）
帰国後→修士復学＆ダブルスクール、日本語教師養成学校
修士論文：ケニアの自生竹の地上部現存量アロメトリー
日本語教師非常勤講師＆竹サロン、竹研究



２：なぜインドの竹を調べるのか？

https://en.wikipedia.org/wiki/Category:Seven_Sist
er_States

照葉樹林文化圏

1970年代以降の文化人類学者
（中尾、佐々木）の学説

https://en.wikipedia.org/wiki/Category:Seven_Sister_States


北東インドと西日本の文化は近しい可能性がある。

竹と人の関わりは似ているのか？

竹と人の関わり方はどのように
変化してきたのか？



３：日本の竹利用のこれまでと現状

社会の変化

1945年以前（戦前） 現在

農山村地域において、かつて自給用の日用品や筍の確保のために利活用及び管理され
ていた竹林が、社会の変化によって管理放棄されるようになってきたこと。その結果、
放置竹林が造林地へ侵入したことによる植栽木の被害が報告されている（井鷺,鳥居
1998）。
周辺地域へ竹が侵入したり、地盤が脆弱化したりする傾向がみられ、竹林が地域にとっ
て害のある植物であるとの捉え方が強まってきた(鳥居 2010)。



12万年前の遺跡



http://taketori.koiyk.com/take-sono2.htm

https://www.taketora.co.jp/diary/2019/04/post-
3822.html

箕売り、箕なおし

農具、漁具
生活用品

賤民、貧しい人

http://taketori.koiyk.com/take-sono2.htm
https://www.taketora.co.jp/diary/2019/04/post-3822.html


竹材のみでなく国民が直接利用することの出来る竹製品が新聞に掲載される。
自給自足としての竹材利用、竹材としての流通のみでなく竹材を活かした製品が発達
してきている。

1930年代の竹と人の関わり

1936年11月13日1930年8月30日 1941年7月1日

副業としての利用

竹材の加工から製
品づくりまで



戦後の住居建設のために建築資材が必要となる→割竹の需要が高まる

戦後の竹と人の関わり 1945年9月5日
アサヒグラフ



戦後復興期：米国基金を活用してインフラ整備、都市建設
都市に労働力が必要→地方、農村から都市部へ人口流入
農村人口減少→自給自足用竹林衰退

割竹の需要増加、竹材需要増
→1950年代に竹材屋は増加（大分での聞き取り調査より）
→この年代に創業を開始した竹材屋は割竹の出荷が主

1960年全日本竹産業連合会設立
小規模竹産業から全国規模の竹産業へ

1962年から マダケの開花現象が各地で見られた→開花枯死
1964年から 竹材の輸入開始

（1980年頃までは台湾からの割竹が輸入の8割）
1981年 建築基準法改訂に伴って壁面資材としての割竹利用激減

一方、国内の竹材屋は割竹の需要が減少したことによって、衰退。

1981年以降は輸入竹も中国からの晒し竹や竹製品に代わっていく。
安価であることから需要は増大。



自給自足
竹林経営

小規模産業 全国規模産業

自給自足
竹林経営

自給自足
竹林経営者減少

1890~

1945~

マダケの開花枯死

安価な竹材輸入

建築基準法改訂

1962~

1981~

等級の高い竹材需要増大
→国民宿舎、公営住宅
社宅の建設ラッシュ

1980~





伝統的竹産業体系 （大分）

竹林所有者
原竹伐採

（伐り子）

一次加工

（竹材屋）

製品化

（製作会社/
個人）

卸問屋
販売販売

全国・海外

販
売

販売

減ってきている

銘竹のための技術



４：日本とインドの竹利用は似ている？
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Life of people in Assam
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現金収入に依存しない生活
学費や病院などに困る＝いわゆる貧困層







http://www.dkakd107.sakura.ne.jp/D1.html

アッサム バンブーサ属

京都 モウソウチク放置林

http://www.dkakd107.sakura.ne.jp/D1.html






https://www.news18.com/news/immersi
ve/assam-floods.html

https://www.news18.com/news/immersive/assam-floods.html










竹林所有者

原竹伐採

竹材屋

竹材、製品屋

一次加工屋

卸問屋

輸出

作家

パルプ

徐々にではなくフレームワークから竹産業が出来てきている。

新規参入者
社会起業家が増えて

きている

材が脆弱

貧困

UN,2018北東インドの開発プロジェクト



５：これからの竹利用を考える

竹林が荒れている
銘竹が得られない

日本において
銘竹の需要が高まっている

竹林周辺住民は貧困層
比較的収入が少ない

世界的に 脱プラ等
持続可能な竹資源への期待

アッサム、日本において
竹はかつてから住民にとっ

て馴染みのある資源

竹林を管理して
銘竹生産するべき

竹林周辺住民主体の
竹材屋の運営

前提



ありがとうございました！


